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可
観
小
説
巻
十
九

は
ど
如
何
様
と
も
可
仕
候
。
御
せ
き
と
見
え
候
問
先
づ
御
銀
可
有
之

候
。
家
来
共
は
皆
の
き
候
へ
と
て
遠
ざ
け
.
何
や
ら
ん
静
に
被
申
候

よ
し
。
伊
兵
衛
も
名
を
名
乗
候
て
、
粂
松
叉
固
と
は
御
の
が
れ
・
泣
き

か
と
被
申
候
て
、
僻
見
方
相
別
れ
候
。
九
郎
左
衛
門
仕
形
を
旗
本
に
て

も
殊
の
外
ほ
め
候
よ
し
。

一
、
野
瀬
次
左
衛
門
板
橋
狩
場
に
て
の
作
法

寛
永
年
中
大
猷
公
板
橋
野
に
て
猪
狩
の
時
、
公
は
胡
床
に
御
腰
被
懸

候
。
堀
田
加
賀
守
へ
、
御
先
列
卒
の
様
子
誰
ぞ
鴬
見
可
譜
と
上
意
也
。

則
野
瀬
次
左
術
門
へ
被
申
付
。
衣
左
衛
門
馬
に
乗
り
御
先
へ
行
見
分

し
、
・
扱
馬
よ
り
ゐ
り
御
前
へ
被
参
候
へ
ば
、
御
気
色
悪
し
く
御
顔
を

脇
様
へ
被
震
成
、
次
左
衛
門
申
上
儀
御
開
局
不
被
成
、
不
首
尾
に
て
退

申
候
。
暫
あ
り
て
又
、
加
賀
守
縫
ぞ
先
の
様
子
篤
見
可
遁
と
上
意
也
。

共
時
次
左
衛
門
加
州
ヘ
向
て
、
我
等
を
被
建
可
被
下
候
。
先
刻
の
鉢
に

て
は
最
平
御
奉
公
も
不
罷
成
候
。
霊
て
は
何
と
ぞ
仕
直
し
見
申
度
と

云
ふ
。
制
民
州
北
と
て
叉
衣
友
街
門
を
被
港
。
此
度
は
次
左
衛
門
罷
蹄

り
、
馬
上
な
が
ら
先
の
様
鰻
申
上
候
と
き
、
公
に
は
御
快
〈
様
子
御
聞

被
成
。
開
銀
筋
誠

一
、
松
雲
公
が
禽
獣
毛
色
に
就
て
の
設

成
候
刻
討
死
仕
候
。
共
せ
が
れ
堀
久
右
衛
門
被
召
出
、
殿
様
御
代
迄
被

召
仕
、
大
阪
御
陣
に
て
是
も
討
死
仕
候
。
跡
目
御
立
被
下
候
儀
難
有

事
存
候
。
何
も
御
存
知
の
如
く
拙
者
兄
弟
八
人
御
座
候
内
、
は
や
六

人
討
死
仕
候
。

-
、
先
年
私
陸
奥
守
所
に
有
之
刻
、
陸
臭
守
末
森
せ
め
申
時
、
我
等
兄

掘
奥
八
郎
先
手
仕
候
に
付
て
、
私
一
番
に
乗
込
申
候
蕗
K
.
土
肥
伊

強
と
名
乗
返
し
申
刻
、
彼
伊
諜
我
等
討
取
申
候
。
此
伊
強
と
申
仁
は
、

末
森
に
て
は
た
大
絡
に
御
座
候
。
共
上
三
箇
閣
か
く
れ
-
泣
き
魔
の
者

に
て
御
座
候
得
ぽ
‘
陸
奥
守
大
方
た
ら
宇
悦
び
申
候
。
共
時
私
十
六

歳
に
て
御
座
候
。
其
刻
陸
奥
守
所
に
有
之
衆
、
今
御
家
中
に
可
有
之

候
。
御
噂
可
被
成
候
御
事
。

一
、
共
年
の
幕
.
下
口
よ
り
景
勝
働
申
に
付
て
、
さ
か
ひ
の
披
加
勢

と
し
て
、
兄
奥
八
郎
・
ま
す
木
中
務
此
雨
入
港
し
申
候
。
然
底
に
景
勝

せ
め
申
に
付
て
、
と
と

A
¥〈
丸
共
と
ら
れ
申
候
。
去
れ
ど
も
奥
八

郎
小
丸
を
ぽ
持
か
た
め
申
に
付
、
ま
す
木
小
丸
へ
つ
ぼ
み
申
候
時
、
ま

す
.
木
馬
印
敵
方
へ
と
ら
れ
申
候
。
敵
彼
馬
印
指
上
色
々
わ
る
口
申
に

付
て
、
と
か
く
討
死
可
仕
と
、
我
等
と
も
相
断
申
に
付
而
、
兄
堀
三
郎

兵
衛
・
私
・
ま
す
木
主
従
三
人
、
以
上
五
人
つ
い
て
出
候
へ
ぽ
、
と
と
ど

可
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某
の
年
郡
村
民
狼
あ
れ
候
に
付
、
御
領
園
中
段
々
一
銭
地
に
て
詩
打
、
打

留
候
を
ぽ
英
大
小
を
記
し
、
色
は
衣
毛
色
と
所
々
よ
り
醤
上
候
を
、

年
寄
中
手
前
に
て
指
摘
へ
上
之
候
成
、
松
雲
公
被
仰
出
候
は
、
狼
に
次

毛
色
に
て
無
之
候
は
た
き
筈
の
事
に
候
。
凡
禽
獣
の
類
人
に
育
せ
ら

る
者
は
、
共
毛
色
不
定
。
た
と
へ
ば
牛
馬
犬
猫
或
は
難
驚
家
偽
等
迄

も
、
皆
色
々
に
色
鑓
り
候
。
野
獣
林
烏
は
一
色
に
定
り
候
。
人
家
に
在

と
い
へ
ど
も
鼠
随
の
類
は
、
人
の
養
を
不
得
が
故
に
叉
色
不
愛
候
。

人
集
を
受
る
と
不
受
と
の
異
な
る
か
と
被
仰
候
よ
し
。
恐
初
て
公
の

御
設
を
聞
き
ぬ
。
故
に
紀
子
此
。
酎
咽
f

此
訟
も
又
一
概
に
難
申
候
。
虎
に
賞
・
聞
紙
・
白
有
之
、
熊
・
狐
等
に

も
白
熊
、
白
狐
あ
り
、
然
共
此
等
は
老
で
後
鑓
宇
る
か
。

一
、
堀
先
左
衛
門
部
品
番
丸
箇
僚

乍
恐
以
書
付
申
上
候
。

先
左
衛
門

一
、
先
年
商
間
接
松
任
に
被
成
御
座
候
刻
.
我
等
兄
堀
牟
右
衛
門
・

同
弟
左
太
郎
御
奉
公
仕
候
蕗
.
末
森
御
後
傘
の
時
兄
弟
た
が
ら
御
用

に
相
立
討
死
仕
候
事
。

一
、
私
兄
堀
奥
八
郎
ま
へ
か
ど
佐
々
陸
奥
守
所
に
挙
公
仕
候
。
共
後

関
東
御
陣
の
刻
、
商
同
様
へ
被
召
出
御
供
仕
り
、
八
王
寺
御
せ
め
被

期

と
く
崩
申
候
。
去
れ
共
七
八
人
と
た
へ
申
に
付
て
、
我
等
ど
も
三
人
は

彼
者
共
と
職
申
内
、
ま
す
木
者
雨
入
馬
印
取
返
し
小
丸
へ
引
申
候
。

我
等
共
も
引
入
候
へ
ば
‘
彼
職
申
も
の

E
も
つ
き
申
陀
付
て
、
=
一
度

ま
で
返
し
せ
り
合
、
小
丸
門
に
引
入
申
候
へ
ば
、
て
き
つ
よ
く
っ
き

門
の
戸
び
ら
互
に
ゐ
し
あ
ひ
申
候
。
去
共
門
を
立
防
が
せ
候
へ
ば
、

塀
一
霊
に
と
と
ん
¥
く
っ
き
せ
め
申
候
。
共
時
迄
は
三
百
飴
城
の
内

に
候
へ
共
、
共
夜
の
内
に
と
と

A
¥〈
落
ち
、
上
下
二
十
七
人
に
て

五
日
の
間
持
候
へ
共
、
絡
に
後
巻
も
無
之
故
、
六
日
め
に
わ
だ
ん
に
い

た
し
、
披
相
波
申
候
。
則
く
ろ
ぺ
中
島
民
て
人
じ
ち
返
し
あ
ひ
申
候
。

共
時
の
で
き
方
一
人
有
津
采
女
と
申
仁
、
今
御
家
中
に
居
被
申
候
。

御
零
可
被
成
事
。

一
、
共
後
関
東
御
陣
の
刻
山
崎
関
繍
先
手
仕
候
に
付
、
我
等
共
刻
牢

人
民
て
罷
在
候
故
、
高
岡
様
へ
被
召
出
候
桜
花
と
閑
繍
へ
頼
入
候
へ

ば
、
御
障
に
で
も
御
次
を
以
て
可
申
上
候
問
、
先
づ
賞
分
我
等
陣
所

陀
居
申
様
に
と
被
申
に
付
、
共
分
に
仕
罷
在
申
候
。
帥
鈴
鹿
に
城
よ
り

つ
い
て
出
、
共
場
に
て
味
方
四
五
人
討
死
仕
候
。
共
外
の
者
共
と
と

λ
¥く
は
ら
は
れ
申
候
所
民
、
我
等
一
人
残
り
臨
時
候
へ
ば
‘
て
き
則

引
入
申
候
。
共
場
に
竹
た
ぽ
を
付
、
閑
粛
し
よ
り
い
た
し
候
へ
ば
、
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